












要約 

チャイニーズハムスターを用い,配偶子・初期卵割期レベルの染色体分析システムを確立し

,染色体異常誘発因子の作用を異常発現期で直接検討して,染色体異常の種類や生成機序に

ついて詳細な知見を得た。その結果,従来不明のまま残されていた幾つかの問題を解明し,

単なる推論の域を出ない仮説などについても補正・修正を加えることができた。これらの

成果は,勿論,ヒトの染色体異常の成因・生成機序を把握するうえで極めて重要な資料とな

るものである｡ 


